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＜連絡事項＞

・今週の川端Ｄｒの診察は２８日（木）不在との事で２７日（水）北病棟の診察後になります。

・患者様の退院時間や面談等での連絡不足で情報の行き違いがありましので申し送りの際

は確実に連絡等行って行きましょう。

・明日10：00東病棟Bユニット→西病棟Bユニットへ男性患者様（豊巻　薫様）が転入予定

となっています。

＜栄養チームから＞

・今まで使用していた食事発注画面が故障した為、食事発注の方法が変わりました。

wiz→共有フォルダ→みんなの共有→食事受発注（栄養管理室の下にあります）

→食事発注

＊今まで使用していた食事発注画面は修復したら使う可能性がある為そのままにしておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

成田　賀枝様　御家族から外泊希望あり2/29（金）10:00～3/2（日）15:30まで許可となり、旦那様へ伝えています。

長野　房子様　母様から電話あり、退院日が2/28（木）となっています。退院時処方６日分あり、27日に病棟へ上って来ます。

退院療養検討会が2/27（水）13:30～　

主治医面談が2/28（金）15:30～　＊終了後退院

山下　拓也様　昨日の疾病教室参加中より不機嫌さ落ち着かない様子ありスタッフへの攻

撃的口調や性的発言みられています。現在他者とのトラブルありませんが

注意し観察して行きましょう。また、今後疾病教室参加の継続について診

察の際主治医へ確認していきましょう。

巴　勇樹様　本日皮膚科診察にて全身の掻痒感あり内服のタベジール　2T　2×ndE継続処

方となっています。日中の眠気が強いこと訴えるため、明日野沢Drが南病棟

診察予定となっていますので状態報告し内服調整について確認お願いします。

また、結果が分かり次第主治医への情報提供お願いします。

＜定期薬変更者＞

畑中　成夫様　過去の出来事にこだわり喧嘩をしてみたい衝動にかられるということを診

察時訴えており、抗幻覚妄想作用を強化する方向として服薬調整している。

ルナプロン（精神神経用剤）（6）3T→4T

リスペリドン（精神神経用剤）（1）1T　止め

中森　みや子様　呂律不良対処目的のため

　　　　　　　　コントミン（精神神経用剤）（25）3T→2T（1－0－1）へ減薬

加賀谷　芙美子様　身体的不調の訴え多く精神症状の悪化の可能性あるため、薬剤調整と

なっている。

タスモリン（抗パーキンソン病薬）（1）2T→1Tへ減薬

長野　房子様　陽性症状の顕在性なく、歩行状態、手の動き等の症状改善傾向のため

　　　　　　　タスモリン（1）3T→2T（朝・夕）へ減薬

久保　清美様　夜間の睡眠安定していることから

　　　　　　　フルニトラゼパム（催眠・鎮静薬）（1）2T→1Tへ減薬

市川　真紀子様　現在定期的に排便できていることと本人希望にて

　　　　　　　　センナリド（下剤）　2T→止め

　　　　　　　　セロクエル（精神神経用剤）（100）2T→1Tへ減薬

石切　久　様　幻聴の訴えあり表情の冴えなさ、夜間の睡眠不安定さあるため

　　　　　　　リスペリドン（精神神経用剤）（1）3T→6Tへ増薬

＜皮膚科診察＞

菅井　浩子様　両下肢急性湿疹あり改善みられないことから、デルモゾールG軟膏よりオ

イラックスH軟膏へ処置変更。

畑中　成夫様　右手掌のベンチ腫ありアズクロ軟膏処置指示あり。

豊川　明男様　両手背の手あれの悪化ありテラコートリル・アズクロ軟膏処置

　　　　　　　口角炎ありアフタゾロン軟膏処置指示あり。

寺地　利代子様　左手第2指手荒れ改善のため処置止め。

出河　攻　様　血液データの結果肝機能の悪化あり白癬のためケルガー錠内服止め。

中村　マス様・寺地　利代子様・清水　進様・平　勝利様　春本　司郎様・巴　勇樹様・八森　正様　以上7名　全身掻痒感の訴えありタベジール2T　2×ndE　7T継続処方

梅津　ちづ子様（56）　主病名：　アルコール依存症

　　　　　　　　　　　　入院形態：任意入院

　　　　　　　　　　　　担当医：　田名部Dr
　　　　　　　　　　　　担当：佐々木（美）Ns・中野CW　

　血圧：１検　　　食事：常食　　作業：未導入

　＜経過＞

　　職業柄（ホステス等）飲酒機会多く、25歳から飲酒が習慣化していた。

　　H18年頃から昼夜逆転、失見検討識、幻視様の訴えが出現。H18．7.5八戸赤十字病院受診。同年7.12当院受診しアルコール依存症と診断。通院、服薬は行なわず、生活の乱れ著明となる。H20.1.12同居中の長兄が他界。断酒困難、単身生活困難となH20.1.16当院受診し入院となる。入院後から自室の場所がわからなる事あり介入要している。アルコール依存症治療プログラムは拒否なく参加。質問に対し時に的外れな返答あるが、内観はしっかり書けている。療養環境変更の為　H20．2.26東Dユニットから西Aユニットへ転入となる。転入後は穏やかさあり、他者と交流ある。オリエンテーション行なうがすぐに自室が分からなくなる事あり介入要している。

　＜今後＞

　　場所が分からなくなった際は、その都度自室へ誘導する。

　　内観療法により断酒意志が高められるよう関わりをもつ。
· 日曜日洗濯洗剤を御家族が持ってくる為、一緒に行ないましょう。

（洗濯した事がない）

· 買い物カードなく、必要時保護者の御家族へ連絡しましょう。

